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陸上自衛隊の81ミリＩＲ照明弾、演習場外落下事件について（緊急申し入れ）
　９月１８日午後６時頃、あいば野演習場での第３７普通科連隊（大阪・信太山駐屯地所属）の照明弾試射訓練中、試射した照明弾のパラシュート（直径約１メートル、重さ約６００グラム）などの部品が、演習場外の田んぼに落下する事件が発生した。
　「幸いにも人身事故並びに可燃物引火による火災発生はなかった」と報道されているが、近年では２０１５年７月に発生した重機関銃による民家被弾事件、２０１８年１１月に発生した８１ミリ迫撃砲、国道３０３号誤射事件に次ぐ続く重大な事件であり、演習場周辺市民はもちろんのこと、高島市民の生命と安全にかかわる重大事件であり、満身の怒りを込めて抗議するものであり、再発防止策を含む下記事項を緊急に申し入れます。
1. あいば野演習場は、陸上自衛隊中部方面隊最大の演習場であり、年間３百数十日、各種の演習が実施されている。
また年々拡張された演習場内には、国道３０３号が通過しており、演習場周辺の国・県・市道を通行する車両も

多く、演習場周辺には住む高島市民はもちろん、国道や周辺道路を通行する車両等は、常に生命の危険にさらされている。
　 今回の事件を受け、防衛省は当面８１ミリ迫撃砲のＩＲ照明弾射撃訓練を見合わせると表明しているが、あいば野演習場での全ての危険な実弾射撃訓練を中止すべきである。
2. 近畿中部防衛局発表による、事件の時系列によると、照明弾試射訓練は９月１８日１８時頃試射された１６発の
照明弾の内１発が着弾予定地から２．３キロ離れた（演習場の約１キロ南）に落下した。
１９日午前９時頃、安曇川町上古賀の住民が集落内の畑に落下しているパラシュートを発見し、同日１０時頃に
陸自今津駐屯地に通報したが、防衛省は２０日まで公表せず、市民は２０日午後からのテレビ報道で初めて知るこ
とが出来た。２０１５年７月に発生した重機関銃による民家被弾事件、２０１８年１１月に発生した８１ミリ迫撃
砲、国道３０３号誤射事件の教訓として作られた、再発防止策が全く生かされていない。「饗庭野連絡協議会」も有効に機能していないのでは、参加自治会拡充と周辺住民の意見が通る組織に改革すべきである。
3. 陸上自衛隊の「平成３1年度主要訓練計画」によると、中部方面隊と米海兵隊との実動訓練（フォレス・トライ
ト―０２）が、沖縄・普天間基地所属のＭＶ２２オスプレイが参加して、第３四半期に中部方面隊管内で実施され
るとのことである。

　これまでの中部方面隊における日米合同演習（共同訓練）の経過からみると、あいば野演習場および今津駐屯地で実施される可能性が強いことが危惧される。

 今回の事件を受けて、市民の平和と安全を守るために、全国で墜落・炎上事故や不時着等、重大事故を繰り返しているオスプレイが参加する日米合同演習をあいば野で実施しないよう、防衛省及び関係機関・部隊に対して申し入れられたい。
